
 

 

前市議 森ケイ子 電話/Ｆax 57-2753 

前市議 東よしき 電話/Ｆax 54-7977 

＊困り事は早めにお気軽にご相談ください 

 
NO.497 2021.1１.4 

日本共産党江南市委員会 

市議会議員 

かけのまち子 
 
電話/Ｆax 53-7727 

kakenom@xj.commufa..jp 

 

日本共産党江南市議員団 HP    検索       

市議会議員 

みわ 陽子 
 
電話/Ｆax 54-6712 

yokko0520mi@yahoo.co.jp 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江南市の総選挙結果 

 投票率（期日前を含む） 56.28％  前回（2017年） 55.46％ 

 比例 日本共産党 3,453票 得票率7.54％ 前回 3,509票 7.76％ 

 選挙区 いたくら正文  2,856票 6.28％  前回  5,637票 12.25％ 

  

  新図書館の指定管理者の公募がはじまります 

 布袋駅東複合公共施設内に2023年4月に移転開設される市立図書館の、新

たな指定管理者の公募が始まります。指定期間は2022年6月～2026年３月

までの３年10か月間。そのうち、新施設オープン前の10か月間は、現図書館

の管理運営と新図書館の開設準備を行う予定となっています。 

スケジュール  申請書受付  11月９日〜17日 

 選定委員会  11月下旬～12月中旬に 3回開催し、優先候補者を選定 

議会全員協議会 2022年１月下旬（選定結果報告・協定書案説明） 

市議会の議決予定   2022年３月議会 

（2022年 4～5月の 2か月間は、現指定管理者 

（大成（株））が行う予定） 

 

比例東海で、もとむら伸子候補再選 総選挙でのご支援ありがとうございました。 

図書館基本計画を尊重した選定基準を  
（党議員団が指摘した、公募要項・仕様書の

主な疑問と問題点） 

・図書館基本計画に基づく具体的な人員配置の記

載がなく、応募者任せ。従事者の司書資格保有

率が 60％以上では低い。 

・ 図書館ボランティア活動が現状の継続にすぎ

ず、企画などへの市民参画が考慮されていない。 

・図書館分室の設置が、古知野北部地区複合公共

施設 1か所のみでは足りない。 

・不確定要素の多い新施設の光熱水費を含む指定

管理費料ではなく、光熱水費は実費精算に。 

・指定管理料に上限額を設定して公募を。 

 

 医療・介護・福祉・子育て支援の拡充を。江南に愛知自治体キャラバン要請団   

 愛知県内すべての自治体を訪問し、医療・介護・福祉・子育て支援の拡充

を要請する愛知自治体キャラバンが、10月20日、江南市市役所を訪問。参

加した市民や市民団体の皆さん10数人が事前アンケートへの文書回答に基

づいて、それぞれの要望の実現を求めました。 

 市からは副市長、健康福祉部長はじめ、各課の課長などに参加いただき、1

時間にわたり熱心な質疑応答となりました。党議員団2人も参加しました。 

参加者からは「障害者や高齢者施設の職員に対し、PCR検査を行ってほし

い」「介護保険料を第8期途中であっても、貯まった基金を活用して引き下げ

てほしい」「国保のコロナ傷病手当を、被用者のみでなく事業主にも適用して

ほしい」「生活保護の扶養照会数が増えているのはおかしい」「中３、高３生

のインフルエンザ予防接種の助成はありがたいが、2回接種が必要な13歳

未満に拡充してほしい」などの要望が出されました。 

比例では全国の日本共産党得票率7.26％に対

し、江南市ではやや上回る奮闘で、減少を最小限

にとどめました。 

 いたくら票は前回は立憲民主党の候補者がいな

かったことで多くの支持をいただきましたが、今

回は反自民票が立憲候補に回ったと思われます。 
 

総選挙では、赤旗読者をはじめ多くの方から「野党共闘で政権交代を」との声

をいただきがんばりましたが、日本共産党は２議席減の10議席と残念な結果と

なり、比例東海ブロックでは、しまづ幸広候補の議席の奪還がはたせませんでし

た。支持を広げ奮闘いただいた多くの皆様に心から感謝申しあげます。 

 4野党で連携し一本化を図った選挙区では、甘利自民党幹事長に勝つなど一定

の効果があり、全国で新しい連帯が生まれ歴史的な意義がありました。しかし野

党共闘によって生まれる新しい政治の魅力を広く市民に伝えきる点が十分ではな

く、また党の自力不足も要因となり、議席、得票数、得票率の減となりました。 

自公の補完勢力・維新の議席増で改憲勢力が３分の２を超え、危険な改憲策動

が強まっています。草の根からの総反撃が必要です。 

 掲げた公約の実現をはじめ、総選挙の教訓を生かし、市民連合や他の野党とも

十分話しあい、捲土重来を期し来年夏の参院選にむけ取り組みをはじめます。 
 

投票日翌朝、街頭から結果を報告する比例東海ブロック

の、しまづ幸広、もとむら伸子、長内史子の 3候補。 
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